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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題では、高度言語理解のために機械学習を利用した自然言語処理技術、大規模言

語資源の開発、大規模分散並列計算環境の整備を並列して進めているが、それぞれ研究成果

が順調に得られている。特に、構文解析技術及び機械学習の応用については非常に高い成果

をあげ、本研究グループの先導性を明確に示すものとなった。 
また、生命科学を応用領域として構築している大規模言語資源は日本発信の情報資源とし

て誇れる成果である。さらに、それぞれの研究成果の統合も円滑に行われ、当初の目標に向

けて順調に研究が進展し、期待どおりの成果が見込まれる。 
今後は本研究終了後の高度言語理解の研究の在り方も視野に入れて、研究を推進してもらい

たい。 

 

【平成２３年度 検証結果】 

検証結果 研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

当初の研究目的である理論言語学及び機械学習を利用した高度な自然言語処

理システムの構築、生命科学分野の大規模言語資源である GENIA コーパスの

構築と公開、言語処理のための大規模分散並列計算機環境の構築の、いずれも

予定どおり達成した。特に、高度な自然言語処理システムに関しては、独創的

な手法により非常に高い研究成果を挙げ、本研究グループの先導性を明確に示

すものとなった。また、GENIA コーパスは日本発信の情報資源として誇れる研

究成果であり、既に国際的に認知され利用されている。言語処理のための計算

機環境についても、国際的にトップレベルの研究成果を挙げた。さらにそれぞ

れの研究成果の統合も円滑に行われ、当初の目標を十分に達成したと判断でき

る。 
これらの研究成果は既に国内外の多くの研究者により継承されており、本プ

ロジェクトは自然言語処理分野において大きな意義を持つものとなった。 
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